
培
し
た
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
花
は
霧
島
、

た
ば
こ
は
国
分
…
」
か
ら
始
ま
る
お
は
ら
節

の
一
節
に
も
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
梅
木
の
対
岸
（
国
分
中
央
六
丁

目
の
正
覚
寺
公
園
付
近
）
に
は
「
唐
人
町
」

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
琉

球
や
中
国
と
交
易
が
行
わ
れ
て
お
り
、
貿
易

船
が
錦
江
湾
か
ら
天
降
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

当
地
ま
で
来
航
し
た
り
、
中
国
の
商
人
た
ち

が
住
ん
で
い
た
り
し
た
こ
と
か
ら
唐
人
町
と

い
う
地
名
が
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の

天
降
川
に
貿
易
船
が
就
航
で
き
る
豊
富
な
水

量
と
十
分
な
水
深
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。

当
時
の
天
降
川
は
中
洲
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
複
雑
な
流
れ
を
し
て
い
た

た
め
、
大
雨
に
よ
っ
て
一
旦
増
水
す
る
と
暴

れ
川
へ
と
変
貌
し
、
住
民
の
生
活
に
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
し
て

い
ま
し
た
。

次
回
は
、
川
筋

直
し
が
行
わ
れ
た

背
景
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

国
分
府
中
に
は
「
流

り
ゅ
う

合ご
う

」
と
い
う
地
名
が
、

霧
島
市
民
会
館
周
辺
に
は
「
川か

わ

跡と

」
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
、

河
川
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

天
降
川
の
地
形
と
産
業

中
洲
を
形
成
し
て
い
た
一
帯
（
舞
鶴
中
学

校
東
側
）
に
「
梅
木
」
と
い
う
場
所
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
島
津
家
十
六
代
当
主
島
津
義

久
の
家
臣
で
あ
っ
た
服は

っ

部と
り

宗む
ね

重し
げ

が
慶け

い

長ち
ょ
う

十

一
（
一
六
〇
六
）
年
に
た
ば
こ
を
初
め
て
栽

源
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
お
い
て
天
降

川
と
い
う
名
称
は
一
般
的
で
は
な
く
、
上
流

か
ら
中
流
域
に
か
け
て
は
「
金き

ん

山ざ
ん

川
」、
下

流
域
で
は
「
大
津
川
・
広
瀬
川
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

天
降
川
の
名
称
が
一
般
的
に
な
る
の
は
昭

和
十
六
年
の
こ
と
。
当
時
の
牧
園
町
長
が
鹿

児
島
県
知
事
に
「
河
川
名
を
天
降
川
に
」
と

請
願
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
正
式
名
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

川
筋
直
し
以
前
の
天
降
川

川
筋
直
し
以
前
の
天
降
川
は
、
サ
ン
・
あ

も
り
近
く
の
参さ

ん

宮ぐ
う

橋
か
ら
下
流
が
国
分
府
中

の
西
側
を
大
き
く
迂う

回か
い

す
る
よ
う
に
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
方
面
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
第
一
工
業
大
学
の
西
側
か
ら
国
分
中

央
高
校
グ
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
流
れ
て
い
た

手て

籠ご

川が
わ

が
合
流
。
そ
の
先
は
、
国
分
平
野
を

東
西
に
大
き
く
二
分
す
る
川
幅
の
広
い
河
川

と
な
り
、
舞
鶴
中
学
校
付
近
に
あ
っ
た
中
洲

を
囲
む
よ
う
に
し
て
流
れ
、
錦
江
湾
に
至
っ

て
い
ま
し
た
。（
絵
図
参
照
）

旧
河
川
沿
い
の
小こ

字あ
ざ

を
調
べ
て
み
る
と
、

寛か
ん

文ぶ
ん

六
（
一
六
六
六
）
年
に
天
降
川
が
ホ

テ
ル
京
セ
ラ
横
を
流
れ
る
現
在
の
川
筋
に
変

わ
っ
て
か
ら
今
年
で
三
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
天
降
川
の
川
筋
直

し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

天
降
川
と
は

天
降
川
は
、
鹿
児
島
県
湧
水
町
の
国
見
岳

（
標
高
六
四
八
㍍
）
南な

ん

麓ろ
く

に
発
し
、
霧
島
市

を
縦
断
す
る
、
全
長
約
四
十
二
・
五
㌔
で
二

十
二
の
支
川
と
四
一
一
平
方
㌔
の
流
域
面
積

を
持
つ
、
市
内
最
大
の
二
級
河
川
で
す
。

そ
の
特
徴
は
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
周
辺
部

に
あ
る
こ
と
か
ら
、

・
シ
ラ
ス
台
地
を
削
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る

・
高
低
差
が
大
き
い
（
滝
が
多
い
）

・
※

甌お
う

穴け
つ

や
峡

き
ょ
う

谷こ
く

を
形
成
し
て
い
る

・
湧
水
が
多
く
水
量
が
豊
富
で
あ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

天
降
川
の
名
の
由
来

江
戸
時
代
後
期
に
刊
行
し
た
『
三
国
名
勝

図
会
』に
よ
れ
ば
、天
降
川
の
名
は『
古
事
記
・

日
本
書
紀
』
で
登
場
す
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

の
孫

で
あ
る
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
とが

天
下
っ
た
霧
島
山
を
水

※流水で運ばれる軽石などが、川底の岩石面上を削ってつくる円形の穴。

天
降
川
の
姿 

そ
の
❶

３※

天あ
も
り降

川が
わ

川
筋
直
し
三
五
〇
年
記
念

十三塚

青葉小

国分小

唐人町

西小

向花小参宮橋

鹿児島神宮

舞鶴中

市役所

手籠川

天降川

天降川

春山

上野原

天降川川筋直し絵図

江戸時代初期のころの河川
現在の河川
現在の海岸線
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